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論文審査の要旨及び担当者 
 
報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Position of the major curve influences asymmetrical trunk kinematics during gait 
     in adolescent idiopathic scoliosis 
     （思春期特発性側弯症の脊椎主カーブの高位が歩行時の非対称性体幹動態に 
      影響している） 
 
 
 本研究では、手術直前の思春期特発性側弯症患者が、脊椎カーブの高位によって特徴
的非対称性体幹動態をとっていることを歩行解析によって示した。胸椎カーブは水平面
での体幹回旋偏位に影響しており、腰椎カーブは冠状面での歩行時非対称性体幹動態に
影響していることが明らかにされた。 
 審査では、まず測定精度や測定の再現性について問われた。本研究では、ポイントク
ラスター法で計測しており、計測機器自体の精度は1㎜以下であるが、体表に貼付した
マーカの座標データから骨格動態を予測して解析するため、実際は数㎜程度になると回
答した。よって、より再現性を高めるために、計測前に予め複数回歩行させた上で実際
の計測を行い、かつ解析には各患者の三回以上の計測データの平均値を用いたと回答さ
れた。次に歩行計測の際に使用した床反力計データの解析の有無について問われた。今
回床反力計は歩行立脚期の抽出において、接地時と離地時を判断するためのみに用いて
おり、定量的解析はしていないと回答された。各脊椎カーブの頂椎の位置による測定値
への影響はどうだったかという質問に対しては、単一カーブ症例では頂椎の位置はほと
んど同じであり、同一カーブタイプ内での頂椎位置の差異における体幹動態の統計学的
有意差は認めなかったと回答された。さらに体幹の非対称性動態を受けて下肢や骨盤の
動態はどうなっているか質問された。立位静止時には脊椎変形による体幹偏位に対し骨
盤が代償的に補正する動態をとっていたが、歩行時には骨盤ならびに下肢は対称性動態
となっており、体幹の非対称性動態が顕著になっていたと回答された。思春期特発性側
弯症の下肢の対称性動態を報告した文献は他にもあるが、筋活動量の左右非対称性や、
健常者と比較し筋効率が低下しているとの報告もある。実際我々も体幹の冠状面非対称
性動態が股関節モーメントに左右差を生じ、結果として大腿骨骨密度に左右差を生じて
いるデータを示しており、運動学的には対称性動態であっても、脊椎変形による動力学
的影響は下肢にも及んでいることが示唆されると回答された。今回の研究は手術前の症
例に対する歩行解析であったが、手術後の動態変化についても問われ、脊椎矯正固定術
によって術前に認めていた非対称性動態が改善し対称性になっていたと回答された。ま
た、本研究からどのような臨床応用に発展できるか質問がなされ、非対称性体幹動態が
長期的経過において、下肢荷重関節ならびに脊椎椎間板や椎間関節に及ぼす影響を見出
すことで、臨床的意義が得られると考えられ、今後の研究課題としたい旨が回答され
た。 
 以上、本研究には今後さらに検討すべき課題が残されているものの、思春期特発性側
弯症の病態解明の一助になること、また臨床現場では静止時評価が主である分野におい
て運動学的影響の可能性を示した点で、有意義な研究であると評価された。 
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